
ひまわりの丘第三学園及び第四学園の再整備について 

＜施設の老朽化＞ 
 ○ 県立ひまわりの丘第三学園及び第四学園は、築後「約４０年」が経過し、老朽化が著しい。 
     ※ ひまわりの丘第三学園（昭和４８年３月建設：４１年経過、入所定員：１００名） 
     ※ ひまわりの丘第四学園（昭和５０年３月建設：３９年経過、入所定員：１００名） 
 

＜利用者の高齢化及び重度化＞ 
 ○ 両施設の利用者は、「高齢化」や「重度化」が進んでおり、利用者に適した生活環境の改善を図る必要がある。 
     ※ 高齢化：ひまわりの丘第三学園（平均年齢：５１歳）、ひまわりの丘第四学園（平均年齢：５２歳） 
     ※ 重度化：ひまわりの丘第三学園（障害支援区分５以上：９０％）、ひまわりの丘第四学園（障害支援区分５以上：８４％） 

現  状 

＜「第三学園」及び「第四学園」の建て替え＞                        → 効果：「一部平屋建」とし利用者の移動が容易に。 
 ○ ひまわりの丘第三学園及び第四学園を、同一敷地内に建て替える。        「個室化」により、プライバシーが確保される。 

 ○ 施設利用者が生活しているため、段階的な整備を進める。 
 

＜新施設は、県福祉事業団が設置運営主体＞                      → 効果：民間の柔軟性・迅速性等によるサービス向上 

 ○ 県福祉事業団が新施設を建設。県は、県福祉事業団へ土地を無償貸与する。 

整備概要（案） 

 ○ 平成２７年度：土地造成工事等   ・・県実施：当初予算：78,000千円 
 

 ○ 平成２８年度：新棟（第１棟）建設 ・・県福祉事業団実施  
 

 ○ 平成２９年度：新棟（管理棟）建設 ・・県福祉事業団実施 
 

 ○ 平成３１年度：新棟（第２棟）建設 ・・県福祉事業団実施 
 

 ○ 平成３３年度：新棟（第３棟）建設 ・・県福祉事業団実施 
  ※平成３３年度末に、新棟建設完了 

整備スケジュール(案) 

ひまわりの丘（整備エリア） 施 設 名  設置年月(経過年数) 

 ひまわりの丘第一学園（関市）  H元.9 (25年経過） 

 ひまわりの丘第二学園（関市）  S52.3 (37年経過） 

 ひまわりの丘第三学園（関市）  S48.3 (41年経過） 

 ひまわりの丘第四学園（関市）  S50.3 (39年経過） 
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【岐阜県立ひまわりの丘】 
 ・所在地   ：岐阜県関市 
 ・指定管理者：岐阜県福祉事業団 
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